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Abstract
　　　A餌mber　of　studies　on　the　relationship　between　spoτts　participation　and　personality
development　have　been　conducted．　However，　there　aτe　few　studies　which　discussed　it　f抽m　the
perspective　of　life－span　development、　Variable　selection　which、　is　appropriate　to　oneうs
psychosocial　developmental　stage　is　needed　to　understand　the　meaning　of　the　experiences　in
就hletic　clubs　in　one’s　lifecycle．　This　study　focused　on　the　life　skills　as　variables　to　understand
it　for　junior　and　senior　high　school　studems．　Life　skiUs　are　abilities　which　are　needed　to　carve
alife　for　oneself．　The　acquisition　of　life　skills　through　the　participation　in　athletic　clubs
reflects　the　educational　guideline．　Athletic　clubs　which　focus　on　the　acquisition　of　life　skills
will　create　opportunit元es　fbr　the　participants　to　choose　the　future　path　and　clarify　the　place　of
athletic　clubs　in　school　education．
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はじめに
　運動部活動は生徒の人間的成長を導く活動であるとして，社会から積極的な期待を受けてき
た。そしてこの期待を支えてきたのは，選手として，また，保護者や指導者として，運動部活動
に携わった関係者による経験的な事実である。しかし，体育・スポーツ心理学領域における先行
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研究は，運動部活動に主体的に取り組む生徒の生涯発達において，そこでの経験が果たす役割に
っいて，未だ十分に明らかにしていない。運動部活動におけるどのような経験が，生徒の生涯発
達においていかなる役割を果たすのか。生徒の発達段階を考慮した上で，ライフサイクルの視点
から，そこでの経験の在り方について検討する必要がある。
　そこで本研究では，まず運動部活動の教育的意義や問題点に言及した資料から，現在の運動部
活動が置かれている状況について把握する。次に，これまで体育・スポーツ心理学領域で行われ
てきた研究成果に基づき，生涯発達的視点から運動部活動における経験の在り方を探る研究の必
要性を示す。また，青年前期として位置づけられる，中学・高校における運動部活動を研究対象
とするにあたり，研究上の変数としてライフスキルに注目することを説明する。そして，ライフ
スキルの獲得に注目した運動部活動は，指導者による適切な指導のもと生徒主体の活動が実施さ
れることにより，生徒が自らの人生を選び取っていく際の手がかりを与える活動となることを示
すと共に，生きる力の育成を標榜する現在の学校教育において，運動部活動の位置づけの明確化
に寄与することを説明する。
1．運動部活動の教育的憲義と聞題点
　運動部活動は，「学校において計画される教育活動であり，スポーツ等に興味と関心を持つ同
好者が運動部を組織し，より高い水準の技能や記録に挑戦するなかで，スポーツ等の楽しさや喜
びを味わい，豊かな学校生活を経験する活動である」（文部省，1999a）とされ，学校教育におい
て重要な位置を占めてきた旬）。子供から大人への移行期にあたる年代において，与えられた練
習課題を消化するだけの取り組みから，自分なりの練習方法や目標を模索しつつ，チームや集団
の一員としての位置づけを見出す過程は，生徒に多様な側面における成長の機会を提供する。
　運動部活動について加賀谷（1998）は，試合での勝利やプレーの楽しみといった，参加者に共
通する目的の達成に向けた自己錬磨の機会を通じて，連帯意識や団結心を培い，周囲の人間との
円滑な人間関係を営む能力を身につけることができるとしている。また久保（1999）は，指導者
による訓練的な活動となる部活動を批判しっつも，生徒が自ら学び，考え，判断し，行動する運
動部活動が展開されるならぼ，自分で課題を見っけ，学習できる個人的な能力を養うことができ
るとしている。さらに松田（1985）は，スポーツ活動に内在する教育的機能として，ルールやマ
ナーの遵守が求められ，スポーツマンシップやフェアプレーの精神が尊重されること，そして，
これらが具体的に身体の動きを通して，繰り返し経験されることによって身に付けられることを
指摘している。他方，学校教員の立場からは，運動部活動は喉拶をする」，「時間を守る」など
のような，規範的な行動様式を習得できる場としても認識されているようである（中澤，
2005）。
　上記の通り，運動部活動には健康や体力の維持・向上のみならず，人間関係の醸成，個人能力
の獲得やスポーツマンシップの酒養，規範的行動の習得など，多くの教育的意義が示唆されてい
る。～方で，運動部活動の実施に関しては，以前よりいくっかの運営上，もしくは構造上の問題
が指摘されている。
　佐伯（1990）は，イギリスにおけるパブリックスクールを例に，禁欲的なハードトレーニング
の実践によって人格形成を目指す，運動部活動の問題点を挙げている。そこでは，運動部活動が
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スポーツマンシップの酒養を通じて，社会的エリートを養成する機関として機能することから，
エリート選抜の裏で忍耐，献身，努力などに劣る弱者が切り捨てられるとしている。また，指導
者による管理の程度が強く，訓練的色合いが濃い部活動運営においては，指導者による教え込み
や体罰が問題として浮かび上がって来る（久保，1999；植田，1999）。
　運動部活動における勝利至上主義についても，厳しい批判が並ぶ。大橋（1995）は，過熱しす
ぎた運動部活動が，教育の一環としての活動から離れて，学校の宣伝や進学・就職先の確保とい
う経済的活動に組み込まれていると指摘している。文部省体育局体育課（1998a）も「勝利至上
主義的な考え方から休日もほとんどなく長時間にわたる活動を子供たちに強制するような一部の
在り方は改善を図っていく必要がある」と，運動部活動における勝利至上主義の存在を憂慮し，
改善を求めている。
　これに対して久保（2002）は，競技スポーツが勝利の追求なくして成立しないことを挙げ，勝
利を目指した運動部活動の過熱において批判されるべきは，勝利追求の度合いの強さではなく，
何のために勝利追求が計画されるのかという「哲学」の欠如であることを指摘している。さらに
続けて，学校教育の一環である運動部活動を通じてアスリートの養成が企図される，という二重
空間が存在していることから，「子どもの成長はよい」とする価値に基づく活動は，競技場面に
おいて支配的な「勝利はよい」とする価値に基づく活動，に変質する蓋然性が運動部活動にはあ
ると指摘している。そして，同様の問題については古くは丹下（19フ7），最近では海老原
（2004），江刺（1997）によっても指摘されており，学校における教育活動にアスリートの養成
機関としての役割を担わせたことに端を発する，運動部活動の構造上の問題であると言えよう。
　永島（2002）は，運動部員に対するカウンセリング経験から，運動部活動への参加が原因で情
緒的に混乱したり，うっ状態に陥ったと考えられる事例が，特別な場合ではないことを明らかに
している。また都筑ら（1984），高田ら（1985）は，学校不適応を引き起こす要因として部活動
経験に注目した研究を実施している。そして，部活動場面における上下関係や，選手選抜，選手
間トラブルなどへの対応をきっかけに，心理的問題を発症した事例を紹介している（高田ら，
1987）。上述した問題が，こうした事例の発生に至る直接的な原因であるとは言えないまでも，
運動部活動の指導現場に少なからず影響を及ぼしていることは否めない。運動部活動が抱える運
営上及び構造上の問題は，教育活動としての運動部活動の継続的な実施に疑問を抱かせる。
　運動部活動が抱える問題に対して，その改善を目指した取り組みが行われていないわけではな
い。例えば中塚（2002）は，運動部活動を基盤としっっ，中学から大学まで年代を超えた参加を
可能とする地域リーグを創設し，試合に出られない生徒をなくすだけでなく，生徒の志向性やレ
ベルに応じた参加を許容できる体制を，構築した事例について報告している。大竹・上田
（2001）は，運動部活動から総合型地域スポーツクラブへと移行した事例を紹介している。そこ
では，地域におけるクラブ組織が中心となり，学校教員の他，地域住民から構成される指導の担
い手を確保し，青少年期に多様なスポーツに触れる機会を提供することにより，生涯スポーツに
っなげる手順について論じている。また，文部省（1999b）も，運動部活動が抱える様々な問題
への対処を念頭に，全国で実施されている優れた活動内容を紹介している。これらの先進的，模
範的な活動を参考に，学校と生徒，保護者だけではなく，競技団体や地域社会による協力のも
と，現状ができる限り改善されることが期待される。
　他方，運営上及び構造上の問題が解消されることによって，必ずしも運動部活動の教育的意義
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が高まるとは限らない。それは，答えの見えづらい問題への対処が，生徒や指導者，そして保護
者の人間的成長や，生活の充実に結びつくことも考えられるからである。例えぼ小谷・中込
（2003）は，先に久保（2002）が指摘した学校教育とアスリート養成の二重空間において，指導
者が抱える葛藤状況について検討した結果，葛藤を不適応現象としてだけではなく，人間的な成
長や発達の契機として捉えることができるとしている。鈴木（200Dは，スポーツ選手が心理的
トラブルに直面した際には，その解消よりもトラブル発生の意味を考えるべきであるとしてい
る。そして，因果論的にトラブルの原因を探し，その除去や抑制を図ることは，成長の機会を潰
すことにもなるとして，心理的トラブルの成長促進的側面に目を向けるよう主張している。また
柳沢（1995）は，学齢期に勝利を目指して努力する過程において，生涯スポーツの実践につなが
る能力が育成できないはずがない，と述べている。その上で「少々乱暴な言い方をすれぼ，勝利
に向かって努力する過程で現れる諸問題は必然の結果であり，その問題や個性を子どもや集団が
いかに消化し，自己認識を高めるかというメタ学力が重要なのである」と指摘している。
　文部省が平成9年にまとめた運動部活動の在り方に関する調査研究報告書では，運動部活動へ
の参加に関して，多くの生徒や保護者がスポーッの楽しさを味わったり，体力の向上に役立つだ
けではなく，人間的な成長を導き，友達づくり，生活の充実に資する活動であると評価している
こと，さらに生徒，保護者，学校教員のいずれも9割以上が，運動部活動は生徒の現在の生活及
び将来に役立っ，と回答したことが記されている（文部省体育局体育課，1998b）。教育現場にお
ける関係者は，運動部活動を概ね好意的に捉えていることが理解できる。運動部活動に対する期
待や評価に鑑みれぼ，様々な問題の存在を認めつつ，学校教育の一環としての運動部活動の実施
方法を検討するべきであろう。
　この検討を進める上で，運動部活動参加者を対象とし，その教育的効果の解明に焦点を当てた
研究は不可欠である。しかしこれまで，運動部活動への参加によると考えられる教育的効果，と
りわけ人間形成的側面における効果については，経験的に語られることがほとんどであり，具体
的な実施方法の検討を可能とするだけの，研究上の成果は見当たらないようである。上述した運
動部活動に対する周囲の肯定的評価が，運動部活動に関する研究に真正面から取り組むことに対
して，抑制的に働いてきたとも考えられる。どのように運動部活動に参加することによって，如
何なる側面における発達が促されるのかにっいて，明らかにする研究が必要とされている。
2．　スポーツ活動への参加による人聞形成
　運動部活動への参加を通じた人間形成に関する論述は，体育哲学，体育社会学，体育・スポー
ツ心理学などの領域において，主に行われてきた。特に体育・スポーツ心理学領域では，人間形
成を扱う変数として自己概念の他，各種パーソナリティ変数が設定され，スポーツ活動への参加
とパーソナリティ変容・形成の関係を扱った実証的研究が，1970年代から80年代にかけて多数
実施されている。
　Danish　et　al、（1990）は，スポーツ経験とパーソナリティ形成に関する先行研究をまとめ，ス
ポーツ活動への参加がパーソナリティ形成にっながることもあれぼ，その逆の可能性もあること
を指摘している。そして，このような状況であるからこそ，どのようなスポーツ経験を通じて
パーソナリティ形成が可能であるのかを理解した上で，パーソナリティ形成に焦点を当てた構成
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的な取り組みを実施する必要がある，と述べている。また鈴木・中込（1988）は，スポーツ活動
への参加とパーソナリティ変容・形成の関係を扱った研究を広く概観し，スポーッ経験がパーソ
ナリティの変容・形成に，何らかの影響を及ぼしていると考えられるとしている。その上で，こ
のテーマに関する研究の多くが，影響の確認を目的としたものであることを指摘し，スポーッ場
面におけるどのような経験が，如何なる心理的側面に影響を及ぼすのかといった，心理的メカニ
ズムの解明に向けた研究の必要性を唱えている。
　さらに中込（1993）は，スポーツ経験とパーソナリティの変容・形成の関係にっいて，「対象
者ならびにスポーツ経験への直接の統制を施すことが不可能であっても，有効な理論的枠組みに
従い，注意深い観察，そして多面的な資料収集，等を通して因果関連性の説明に迫ることができ
るはずである」と指摘し，エリクソン（1973）が示す生涯発達理論を下敷きに，青年後期におけ
る学生スポーッ競技者の同一性形成に注目した研究を実施している。その結果，スポーツ場面に
おける危機（怪我，指導者やチームメイトとの軋礫，活動の継続や引退など）への対処様式が、
青年期の発達課題である同一性形成の解決においても繰り返されることを明らかにしている。中
込による研究は従来の研究と比較して，スポーツ活動への参加とパーソナリティ変容・形成の関
係について，より明確な説明を可能にしたと同時に，大学生を申心とする青年後期において，ス
ポーツ経験がどのように彼らのパーソナリティ発達と関係するのかについて，ライフサイクルの
視点から明らかにしたことが特筆される。
　しかしその後，スポーッ経験と人間形成の関係にっいての研究は，実質的な深まりを見せてい
ない。表1は，スポーッ科学分野におけるデータベース（SPORTDiscus）に収録されている研究
に関する検索結果である。表に明らかなように，パーソナリティの変容・形成がタイトル等に含
まれる研究は，70年代から80年代にかけて盛んに行われていたにもかかわらず，その後は急激
に減少している。そして，それと入れ替わるように，心理的スキルに関する研究は，90年代以
降非常に多くの研究が実施されるようになっている。このことは，研究の関心がヂスポーツ経験
と人間形成の関係」から，スポーツ選手の心理適性やメンタルトレーニング技法に関する研究な
ど「スポーツ選手の心理的競技能力の向上」に向けた研究に，傾いたことと関係しているようで
ある。
　以上のように，スポーツ活動への参加と人間形成の関係については，十分明らかにされている
とは言えず，運動部活動の具体的な実施方法の検討に結びっく成果が提示されるまでには至って
いない。
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3．生徒の生涯髭遷と運動部活動
　体育・スポーツ心理学領域では，スポーツ活動への参加と人間形成の関係について，パーソナ
リティ変数を利用し，スポーツ経験がパーソナリティの変容・形成に及ぼす影響の確認を目的と
した研究が，主に行われてきたようである。そのなかで中込（1993）による研究は，スポーツ経
験を通じてパーソナリティの変容・形成に至る，心理的メカニズムを説明するものであった。そ
して，生涯発達理論に基づき，研究対象者である学生スポーッ競技者の発達段階を考慮した変数
選択を実施したことにより，スポーツ経験の影響をライフサイクルの視点から捉えることができ
たと言える。
　高橋・波多野（1990）は，これまでの発達心理学において，若者に用いるのと同様の尺度で中
高年者の有能さを測定してきたことを挙げ，生涯発達心理学では，人生のそれぞれの時期に応じ
て「発達をみるものさし」を選択する必要性を指摘している。また，発達心理学が各発達段階に
おける発達の諸相に注目してきたのに対して，生涯発達心理学では，各段階における経験の意味
を個人の一生涯のなかで解釈する，各段階において経験・獲得されるべき内容の連続性に注目す
るなど，ライフサイクルの視点から各発達段階に認められる固有の意味が示される。山本
（1992）は「人生前期は人生後期や全生涯との関係において成立しているのであって，発達研究
が生涯的文脈で行われるならぼ，従来の研究成果に対する見方も変わるし，後期の研究も発展す
るに相違ないと思う。」と述べ，各発達段階もしくは時期における経験をライフサイクルの視点
から眺めることの重要性を指摘している。
　本研究は，中学・高校における運動部活動を研究対象としている。従って本研究では，彼らの
発達段階に応じてスポーツ経験を捉える視点を見直した上で，そこでの経験が彼らの生涯発達に
おいて果たす役割について，検討する必要がある。
　中学生から高校生にあたる年代は，一般に思春期もしくは青年前期として扱われることが多
い。この時期は，第二次性徴に伴う身体的変化を契機に親からの独立を試み，物理的に距離を置
くものの，同時に未だ強い依存の欲求を持っとされている（神谷，1997）。そして，親からの分
離によって生じる孤独感や不安感を抱える彼らにとって，自己の考えに共感してくれる同世代の
友人は，未だ危うい自己を保証する存在であり，また互いの比較を通じて，自己の存在を確認す
るための仲間であるとされている（サリヴァン，1990）。つまり，依存と独立のアンビバレント
な感情を抱える生徒にとって，同世代の仲間によって構成される運動部活動は，自己の確立に向
けた訓練の場となることが期待される。
　加藤・加藤（1988）は青年の自己形成にっいて，その特徴が主体性と能動性にあるとし，その
過程は「つくられた性格」から「つくりだす性格」への重要な移行であり，他者の意見や判断で
はなく，自らの目標や価値などを判断基準として，自らの行いを決定する心理的自立への歩みで
ある，と示唆している。また大野（1988）は青年期にっいて，人間が選択肢としての可能性があ
る人生から，大人としての人生を選び取っていく過程であり，それに伴って未熟さから成熟へと
変化していく時期であるとしている。エリクソン（1973）が示した漸性原理（epigenetic
principle）において，青年期に達成されるべき発達課題は同一性の確立であるとされている。そ
れは成人として社会に出て行く上で，「自分はどのような人生を歩んでいきたいのか」，「どのよ
うに生きることが自分にとっての生きがいとなるのか」といった問題に対して，自分なりの回答
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を出すべく，取り組むことが求められているからである。そして同様な内容は，他の発達理論に
おいても概ね了解できる。例えぼ，伝記や自叙伝，臨床面接を通じて得られた資料を生涯発達的
視点から分析したBUhler（1968）は，人生目標の決定に関して，青年期にあたる年代を試験的・
予備的に人生目標を自己決定する時期，と位置づけている。また，ピアジェ（1960）による認知
理論には批判的意見も認められるが（高橋・波多野，1990），中学生年代においては形式的操作
が可能になり，幅広い視点から相対的な評価が下せたり，より長い展望のもとで判断できるよう
になるとされており，同一性形成に向けた認知的準備が整う時期であると理解できる。つまり，
中学生や高校生には，青年期を通じた発達課題の解決に向けて，まず自らの目標や価値などに基
づいて自己決定していく能力を，身につけることが求められている。
　生涯発達的視点からすれば，青年期におけるスポーツ活動は，同一性課題の解決に資する活動
であることが期待される。しかし岸ら（1987），鈴木ら（1989），高見ら（1990＞による一連の研
究は，スポーツ競技者の同一性形成は，同世代の者と比較して選択・模索経験が少ないことを明
らかにし，その原因の一っとして，限定されたスポーッ状況から得られる「スポーツ競技者的同
一性」の存在を挙げている。また市村（1978）は，心理社会的モラトリアムにおけるスポーッ経
験を考察し，同一性の獲得に向けた努力や希望を失いかけた青年にとって，スポーツが仮の同一
性獲得の機関になりつっあると指摘している。中学生や高校生が自己を定義するにあたり，ス
ポーツ活動は同世代の仲間によって構成される，明確な準拠集団としての機能を果たすと考えら
れる。但し，そこで開始された同一性の獲得に向けた模索活動が，青年期の終わりを告げる時期
に至っても，スポーツという限定された領域から広がることがないのであれば，また，進路選択
や人生目標の決定という，困難な課題から逃れるための隠れ蓑となるのであれぼ，青年期におけ
るスポーツ経験は，同一性の獲得に消極的に働くと言える。
　大学生は，まさに心理社会的モラトリアムにある存在として社会から許容され，様々な役割実
験を通じて，自らの同一性形成に取り組むべき段階にあるのに対して，申学生や高校生は，自分
なりにやっていけるという感覚を頼りに，社会における自らの立ち位置の決定に向けて，未だ歩
み始めたぼかりの時期ではある。しかし，そうであるからこそ，中学・高校における運動部活動
では，自らの人生を選び取っていく際の手掛かりとなるよう，運動部活動場面における経験を自
らの人生や社会との関係から広く捉え，意味づけていく働きかけが必要である。例えぼ，目標の
達成に向かって計画を立てる，さらには練習方法に関する意見を交換するなどの経験は，それぞ
れ目標設定能力，コミュニケーション能力の獲得にっながる経験として，解釈できる。そしてこ
れらの経験を通して獲得される能力の多くは，運動部活動場面において必要とされるだけでな
く，学校生活を含む現在の生活，さらには将来遭遇するライフイベント（人生における重大な出
来事）に対処する上で必要とされる能力であるライフスキル（life　skillS）として，般化可能であ
ると考えられている（Danish　et　aL，1995）。ライフスキルの獲得を視野に入れた運動部活動を展
開することにより，運動部活動における経験の意味を，学校生活や自らの人生との関係のなかで
位置づけることができると考えられる。
4．運動部活動とライフスキルの獲得
スポーツ活動への参加を通じてライフスキルの獲得を目指した研究や実践活動にっいては，上
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野（2008）がレビューしており，そこからは北米を中心に盛んに実施されていることが窺われ
る。WHO（1997）はライフスキルを「日常生活で生じる様々な問題や要求に対して，建設的か
っ効果的に対処するために必要な能力である」と定義している。そして具体的なスキルとして，
意思決定，問題解決，創造的思考，批判的思考，効果的コミュニケーション，対人関係スキル，
自己意識，共感性，情動への対処，ストレスへの対処を挙げている。またDanish　et　al．（1993＞
は，大学スポーツ選手に対する調査結果をもとに，スポーツ活動への参加を通じて獲得が期待さ
れる，多くのライフスキルを例示している（表2）。ここで示されたスキルの多くは，スポーツ
場面における具体的な経験と関係していることから，スポーツ場面にはライフスキルの獲得に結
びっく経験が内包されていると考えられる。しかし，単にスポーツ活動に参加することによっ
て，自動的にライフスキルが獲得されるわけではない。スポーツ活動への参加を通じてライフス
キルの獲得や人間的な成長を目指すのであれぼ，目的に応じた構成的なスポーツ活動の実施が不
可欠であることを，多くの研究者が指摘している（Weiss，1995；H◎dge　and　Danish，1999；Mahoney
and　Stattin，2000）。
　既に北米には，ライフスキルの獲得に注目し，構成的なスポーツ活動を実施するプログラムが
存在している（Petitpas　et　aL，2004；Petllchk◎ぴ2004；Danish　et　aL，2002＞。しかしその内容が，我
が国における運動部活動場面に適用できるのかどうかについては，検討の余地が残されている。
筆者らは，諸外国における先行研究や実践活動を参考に，ライフスキルの獲得に焦点を当てた運
動部活動の実施方法について，研究を重ねている段階にある（上野・中込，1998；上野，2006，
2007）。
裂2　場面を超えて価魑を持つライフスキルの例
・プレッシャーに負けない
・組織の一員となる
・挑戦する
・他者とコミュニケーションを取る
・成功にも失敗にもうまく対処する
・他者の価値や信念を受け入れる
・成功するために柔軟に対応する
・我慢する
・リスクを取る
・一ｶ懸命取り組み，最後まで粘る
・勝ち方，負け方を知る
・好きではない人とも一緒に働ける
・他者を尊重する
・自分をコントロー・ルする
・限界に挑戦しようとする
・自分の限界を知る
・相手を憎むことなく競争する
・自分の行動に対して責任を持っ
・献身的に行動する
・学ぶために批判や評価を受け入れる
・自分自身を評価する
・うまく意志決定を行う
・目標を設定し達成する
・学ぶことができる
・システムの中で働ける
・自分でやる気を出せる
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5．運動部活動における生きる力の育成と指導者の役劃
　生涯発達的視点から眺めた場合，中学生や高校生による運動部活動では，スポーツ技能のみな
らず，ライフスキルに注目した活動を実施することにより，青年期における発達課題の解決に向
けた手掛かりを得ることができると考えられた。そして，ライフスキルに注目した運動部活動の
実践を目指した研究が，既に実施されてきている。ライフスキルの獲得に焦点を当てた運動部活
動が，これからの学校教育が目指す方向性に対応した活動であるならぼ，ここで得られる研究成
果は，今後の学校教育における運動部活動の意義を示すものとなろう。
　中央教育審議会（1996）が「21世紀を展望した我が国の教育の在り方」に対する第一次答申
に示したように，これからの学校教育では，「生きる力」を育むことが目標とされている。答申
は，変化が激しく先行き不透明な時代を生き抜く上で，子供たちに必要となるのは，「いかに社
会が変化しようと，自分で課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，より
よく問題を解決する資質や能力」，「自らを律しっつ，他人とともに協調し，他人を思いやる心や
感動する心など，豊かな人間性」，さらに，「たくましく生きるための健康や体力」であるとし，
これらを生きる力と称するとしている。そして，学校における教育活動である運動部活動は，顧
問による適切な支援のもと，生徒主体の活動が実行されることにより，生きる力の育成に大きく
貢献できる活動であるとしている（中学生・高校生のスポーツ活動に関する調査研究協力者会
議，1997）。
　先に示したライフスキルの定義からすれぼ，まさにライフスキルは生きる力を構成する，具体
的なスキルとして解釈可能である。従って，生きる力の育成を標榜する学校教育において，ライ
フスキルの獲得に焦点を当てた運動部活動の実践は，学校教育における運動部活動の位置づけを
より明確にすると考えられる。
　ところで，運動部活動への参加を通じた生きる力の育成には，生徒の主体的な取り組みが不可
欠である一方，部活動の状況や生徒からの求めに応じて，指導者が適切な支援を行うことが必要
とされている。
　藤原（1970）は，青年から見た教師の役割として，年長の賢明な人間で安定感を与える，時に
は仲間というべきもの，対立者として色々の指導や強制を与えるもの，学習に関する知識を与え
るものという，3つの役割を挙げ，教師が強制的で抑制的な立場を取った場合に，青年との間に
葛藤が生じやすいとしている。また，平石（1995＞は先行研究をもとに，高校生が望んでいる教
師像は「信頼してくれる，新しいことを教えてくれる」，嫌いな教師像は「管理的，権威的」で
あることを示し，生徒は成長しつつある自我を尊重してくれること，評価されることに敏感な気
持ちに配慮してくれること，などを求めているとしている。中学生や高校生が親からの独立を試
み，自己の確立を目指す過程にあることを考え合わせれぼ，運動部活動の指導においても，彼ら
の自己決定を支えっっ，新たな知識や視点を提示するような指導が必要とされる。
　内海（1995）が指摘するように，生徒主体の運動部活動ではいかなる能力を身に付けさせるか
が重要であり，放任しておいて能力が結果的に獲i得されるものではない。指導者による働きかけ
が担う役割は，決して小さくない。運動部活動は生徒主体の活動であるからこそ，指導者の存在
がさらに重要になると言える。
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6．おわりに
　現在の運動部活動には，運営上及び構造上の問題が認められる。しかし，運動部活動に対して
寄せられる積極的な期待や評価に鑑みれぼ，活動に伴って生じる問題への対処を通じて，生徒の
みならず，関係者それぞれが成長する活動として，発展していくことが望まれる。そして，生涯
発達的視点から運動部活動を眺めた場合，中学生や高校生による運動部活動は，青年期における
発達課題である同一性形成に，きっかけを与える活動となることが期待される。但し，そこで開
始された同一性の獲得に向けた模索活動が，青年期の終わりを告げる時期に至っても，スポーツ
という限定された領域から広がることがないのであれぼ，また，進路選択や人生目標の決定とい
う，困難な課題から逃れるための隠れ蓑となるのであれぼ，青年期におけるスポーツ経験は，同
一性の獲得に消極的に働くと言える。従って，学校教育の一環としての運動部活動においては，
運動部活動経験と社会との連関に対する気づきを促し，生徒自ら，彼らの人生における運動部活
動経験の意味を見出せるよう，働きかける必要がある。
　ライフスキルに注目した運動部活動は，運動部活動場面における経験を自らの人生や社会との
関係から広く捉え，意味づける視点を供給する。指導者による適切な指導のもと，生徒主体の活
動が実施されることにより，生徒が自らの人生を選び取っていく際の手がかりを得る活動となり
うる。そして，生きる力の育成を標榜する学校教育において，ライフスキルに注目する運動部活
動は，まさに学校教育が目指す方向性に合致した活動であると言え，学校教育における運動部活
動の位置づけをより明確にすると考えられる。
付　配
　本研究は，平成17－19年度文部科学省科学研究費補助金（若手研究（B）：課題番号17フ30501）
の配分を受けて行われました。
注
注1）学習指導要領の改訂に伴い，平成20年7月に示された中学校学習指導要領解説保健体育
　　　編では，「運動部の活動は，スポーツに興味と関心をもつ同好の生徒が，より高い水準の
　　　技能や記録に挑戦する中で，スポーッの楽しさや喜びを味わい，豊かな学校生活を経験す
　　　る活動であるとともに，体力の向上や健康の増進にも極めて効果的な活動である」（文部
　　　科学省，2008）と記されている。後段に，体力の向上や健康の増進に対する効果を孟う文
　　　言が加筆された他に大きな変更点は見当たらず，学校教育における運動部活動の位置づけ
　　　や指導方法に関する見解に，変化は認められない。
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